
昨年７月に着手したコンデンサー自動解体ラインの解体撤去工事は、この５月末に現場作
業が完了しました。設備の解体撤去の進捗状況をほんの一部ですが、解体後の写真で紹
介します。

コンデンサー自動解体ラインの解体撤去工事の完了後は、高濃度ＰＣＢを扱っていた大型・
車載トランス解体ラインと小型トランス解体ライン等の解体撤去に着手する予定です。今後も、
安全第一で解体撤去工事を進めていきます。

・十分な広さが確保できない場所では、手解体を中心にボ
ルトを外すなど安全に配慮して作業をします。

・解体した部材は、当事業所の真空超音波洗浄装置で 洗
浄できる大きさまで切断します。

・機械や設備を切断する場合は、火気による溶断等は行
わずに、手持ちの電動工具などで作業を実施します。

・チップソーやグラインダーを用いる場合は、事前に切断
面の油を取り除き、火災防止のために耐火クロスなどで周
囲に十分な防火対策を実施します。

・この他、すべての作業において細心の注意を払ってまいり
ます。
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１．コンデンサー自動解体ラインの解体撤去状況について

解体撤去施工時の配慮事項と注意点

（解体部材は洗浄できる大きさに切断）

（手作業によるボルト外し）

（コンデンサーから自動でＰＣＢ油を抜く抜油装置を解体撤去しました）

（コンデンサーから自動で素子を押し出す油圧装置を解体撤去しました）
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【豊田ＰＣＢ処理事業ＨＰ】　https://www.jesconet.co.jp/facility/toyota/index.html

中間貯蔵・
アザラシのぴーちゃんデジ丸

２．解体撤去の工事計画について
当事業所の解体撤去工事は、次のように工程と工期を計画しています。これまでも順調に
進めており、今後も計画に沿って進められるように、関係者との調整と連携を図ってまいりま
す。なお、工程と工期は、解体撤去工事の進捗に合わせて見直すこととしています。

４．豊田市環境部職員の視察について
５月１日に、豊田市環境部長を始め廃棄物対策課、環境
保全課の市職員の皆様１１名が、解体撤去工事の現場等
を視察されました。
本格化する解体撤去に向け、とても熱心に見学いただくと
ともに、環境部長からは「解体撤去工事についても安全第
一で進めていくように」とのご指導がありました。

３．社員提案制度について
当事業所は、平成２０年度に『社員提案制度』を創設し、毎
年実施しています。
安全で確実な操業や作業等の効率化、作業者の安全確
保などの提案を社員から自発的に提出していただき、優秀
な提案を表彰するものです。
令和５年度は、提案内容の実現性や有効性などを審査し、
優秀な提案５件を選定して、４月１９日の安全集会で提案者
を表彰しました。最優秀賞を受賞した運転会社社員（右）
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